その 女と いうの は 男好きの しそうな ちょ つ と 見 奇麗 

な 娘であった。 このような 娘 は 折々 運命の 間違いで あ 

まりかん ばし くない 家庭に 生まれて くる ものである。 

のぞみ う 

無論、 持参金と いうよう な もの もな く、 希望な ど 兎の 

毛で ついた 程 もなかった。 まして 金の ある 上流の 紳士 

から 眼 をつ けられて 愛せられ、 求婚され ると いうよう 

な こと は 夢にも あり はしない。 とかくして、 彼女 は あ 

る 官庁の 小役人の 処に 嫁く ことと なった。 

華美に 衣 飾る ことな ど 出来よう はずがない。 で 彼女 

は 仕方なく 質素な 服装 をして いた。 けれど 心中 は # 時 

ところ 

も 不偷决 で、 自分が まさに 行くべき 位置に 行く こと も 



窓掛け は 汚れく さ つてい る、 こ のよう な - J と は 彼女と 

同じ 境遇に いる 女の あまり 気に も 留めなかった ことで 

あろう。 けれど 彼女 はもう ちょっとし たこと にも 気 を 

エラ エラ さして、 我れ と 我が身 を 苦しめて いた。 しか 

し、 時には ブレトン 辺りの 農夫の 妻が 骨身 を惜 まず 

ありさま 

真っ黒に なつ て 働いて いる 光景な ど を 思い浮かべ て、 

自分が 果敢な い 空想 の 徒な ， J と を 恥ず か しく も 浅 ま し 

いこと に 思わないでも なかった。 けれど それ もしば し、 

彼女 はやが てまた 元の 夢に 返った。 静かな 玄関の 座敷、 

で とぱリ 

周囲に は 東洋で 製作き た 炎え たつような 美しい 帷 張が 

かかって いる。 高い 青銅で 出来た 燭台が 置かれて ある、 



前に 大変よ く 似合よ」 

こういうて 妻の 方を視 た。 みると 彼女 は 鳴 i ている _ 

涙が 頰を 伝って 流れて いる。 夫 は 吃りながら、 

「ど、 どうした、 オイ、 どうした？」 

彼女 はせ きくる 涙 を 無理に とどめて、 頰を 拭いな が 

ら わざと 声 を 落ち着けて、 

「何でもありません。 衣 物がない ばかり、 それで 如何 

して 夜会 なぞに まいれましょう。 お 仲間の 方の 奥さん 

が 私より、 ズ— トぉ 召の よいの を 持って いらっしゃる 

方が あるでしょう、 左様い う 方に 進上たら いいで しょ 

う — なにも …… 」 



夫 は 失 忘した。 が 気 をと りなお して、 

「まあ、 機嫌 をな おして、 私の いう こと も 聞いて もら 

わなく つて は 困る ね。 夜会に 行く 服装と いうの は 一体 

どの位で 出来る もの かね、 せいぜい 安く 積もって、 

え？」 

彼女 はしばし 思案に くれていた。 自分の 夫の ような 

働きの ない 気の 小さい 人に 衣 物の 価値 を 話したら、 さ 

ぞ驚 くこと であろう。 よい 返事 をせ ぬに きまって いる 

と 心で は 思いながら、 如何にも 躊躇した ように 答えた。 

「精確と は 存知ません が、 四百 フラン も 御座いました 

ら、 どうかな るで ご、 ざんしょう I 



の 前に 開いた。 

「さあ、 どれでもお 気に 召した の を」 

彼女 はまず 腕 環 をみ た。 それから 真珠の 頸飾り、 

ヴ エネ シァの 十字架、 その外 精巧 を 尽くした 金銀 宝石 

の 種々 の 飾り を 一 々手に とってみ た。 そして、 鏡の 前 

へ 立って、 それ を 身体の 彼処 此処へ つけて 眺め まわし 

た。 これ かそれ かと 定め かねてし ばし 躊躇した。 

「もうこの 他に 御座いません か？」 と 口癖の ようにい 

ヽ f-IL 、、ゝ IJ- ゝ 

レなカ A ら 

「いいえ、 ない こと も 御座いま せんが、 如何いう のが 

全体お 好きな の やら」 と 夫人 は 曖昧な 返事 をす る。 



すべて を 打ち 忘れ、 勝 誇った 色 を あくまで 面に 顕 わし 

た。 あらゆる 称賛、 あらゆる 栄誉 を 一身に 担う という 

て、 これ 程 女の 浅薄な 心 を 満足させる ものが またと あ 

) ) ^ o 

ろう 力 

彼女 は 翌朝 四時 頃よう やく 舞踏室 を 出た。 夫 は 二、 

三の 紳士と 寂しい 玄関の 一 室に 眠ながら 待って いた。 

その 紳士の 妻 君達 も 彼女と 同じように 快楽に 耽けって 

いたので ある。 

夫 は 家から 持って きた 外套 を 彼女の 背中に かけて 

やった。 それが 夜会の 服装と 相対して 如何にも 見窄し 

くみえた ので ある。 彼女 は 温かい 毛皮の 外套に 身 を 纏 



こう 夫 は 落胆しながら たずねた。 

「ハイ、 なんでも 広間の 入口に 置いた ような 心持ち も 

いたします」 

「もし 帰る 途中で 落とした とすれば、 落ちた 音が しな 

ければ ならない はず。 ヒ ヨットしたら 馬車の 中 じゃあ 

ないか？」 

「ハイ、 多分 —— あの 馬車の 番号 を 覚えて おいでです 

ゝ I 

力」 

「否、 お前 も 覚えて ぉリ はすまい？」 

「ハイ」 

一 一人 は 互いに 顔 を 見合わせて しばし 呆然と していた。 



彼女 は 終日， J の 恐ろしい 災難 をと やかく 思い煩うて、 

恐ろし さに うちわなない ていた。 

ロイ ゼルは 青 褪めた キヨ トンと した 顔つき をして 夜 

遅く 帰って きた。 無論、 頸飾り はめつから なかった の 

である。 

「オイ、 お前 はとに かく、 友人の 処へ 手紙 を やったら 

どうか、 頸飾りの 釦 金が 壊れた から 直しに やって ある 

とで も 書いて、 —— え、 その内に は 如何に か 工夫の た 

つまい もので もない」 

彼女の 頭 は 錯乱して、 手紙の 文句 を も 考える こと も 

出来ぬ。 夫が いうが ままに 彼女 は 半ば 無意識に そ の 言 



葉 を 紙に 写した。 

その 週の 終わりに は 一 一人と もまつ たく 絶望して 仕 

舞った。 

彼女に 五ッ 年上の ロイ ゼルは 先口 を 開いた。 

「如何に かして あの 飾り を 返さなければ ならない」 

た ま 

で、 翌日 飾りの 入って いた 箱 を 持って 宝 玉屋に 行つ 

た。 幸い 宝 玉屋の 名が 箱に 記して あつたので —— 宝玉 

屋は 帳面 を 色々 と 繰つ てみ た。 

「その 飾り をお 売り 申した の は 私の 店で は ございませ 

ん、 箱 だけ は糙 かにお 跳え 申した 覚えが 御座います 

,i 一 

力！」 



こう 宝 玉屋 は 無雑 作に 答えた。 

それから 二人 はおよ そ 巴 里 中に ある、 ありと あら ゆ 

みせさき た 

る 宝 玉屋の 店頭に 行 立った。 失な した 飾りに 類似の 品 

を 求めて 歩いた。 身体 は 綿の 如く 疲れき つて、 胸 はい 

うべ からざる 苦悶 を 以てみ たされた。 

探し 廻った 甲斐が あって、 二人 は パラ ィ- 口— ャル 

街の ある 宝 玉屋の 店に ようやくに かようた ダイヤ モン 

ドの 頸飾り を 見つけだした。 その 価 は 四 万 フランで あ 

るとの ことで ある。 ようやく 三 万 六 千 フランまで 値 

切った。 二人 は 宝 玉屋に 低頭 平 身して 事情 を 打ち あけ 

た。 そして、 三日間の 猶予 を 乞うた。 のみならず もし 



訳 をしたり、 それ は 中々 の 大役であった。 

夫 は 夜になる と 商売人の 帳簿の 写し を 内職に や つ た。 

その外 一 頁 五 銭 程に しか 当たらぬ 写字 を 夜の 更ける ま 

で やった。 

このような 生活が ざっと 十 年 程 継続した。 

十 年の 終わりに 二人 は ャット 元利 合わせて すっかり 

の 負債 を 消却す る - J とが 出来た。 

ロイ ゼル 夫人 は 年 をと つた。 見る から 面 やつれの し 

た 世話女房 になった —— 骨が 固くなった。 手足 は あれ 

て 皮が 剛 ばった。 鰱れた 頭 をして、 胸の あたり をた ば 

け、 真っ赤な 手で 洗濯 の 水 を ザ ブザブ と あたりに 跳ね 
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